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２００６－０５－１１
ヨシオ電子（株）

ＤＮＳ－ＧＷ通信フォーマット
Ｖｅｒ１．０

１.通信コマンドレスポンス
各コマンドは、接続ユニットごとにＣＨをそれぞれ必要な分を割り付けて機種ごとに設定します。
リレーとは、Ｉ／Ｏ接点をさし、１ＣＨ分は、ＦＦＦＦｈまででＦＦＦＦＣＨが最大となります。
メモリとは、ワードデータをさし、１ＣＨ分は、ＦＦＦＦｈまででＦＦＦＦｈＣＨが最大となり
ます。なお、各ユニットによりＣＨ最大値の制約が発生する場合は、個別のマニュアルをご参照
ください。
ＤＮＳ－ＧＷはマスター側、スレーブ側設定可能。

１－１.コマンド一覧

●コマンド一覧
各ユニットのリンクによる通信では、次のコマンドを使用します。
各コマンドの詳細な内容は、共通コマンド及び機種別コマンドに記載されます。

ＲＤ：データメモリ（ＤＭ）エリア読み出し
ＷＤ：データメモリ（ＤＭ）エリア書き込み
ＴＳ：テスト

１－２．通信の手順

リンクによる通信は、マスター側とスレーブ側間でコマンド（命令）とレスポンス（応答）
をやり取りする事によって行います。
各ユニットからランダムにホストへコマンドを発行する事はできません。

●フレームの送受信
下図のような順序でコマンドとレスポンスがやり取りされます。１回の送信で送られる１かたまり
のデータを「フレーム」といいます。１フレームは、１３１文字以下のデータで構成されます。
フレームを送信する権限を「送信権」といいます。フレームは送信権を持っている側が送信でき
ます。１フレーム送信するごとに送信権がマスター側とスレーブ側で交互に移行します。
ターミネータ（コマンドまたはレスポンスの終端文字）を受信すると受信した側に送信権が移り
ます。

フレーム（コマンド） フレーム（コマンド）

マ ＠ ヘ テ Ｆ タ ＠ ヘ テ Ｆ タ
ス 号 ッ キ Ｃ ｜ 号 ッ キ Ｃ ｜
タ 機 ダ ス Ｓ ミ 機 ダ ス Ｓ ミー

Ｎ コ ト ネ Ｎ コ ト ネ
側 ｏ ｜ ｜ ｏ ｜ ｜

ド タ ド タ

送信権
が移行します

ス ＠ ヘ 終 テ Ｆ タ ＠ ヘ 終 テ Ｆ タ
レ 号 ッ 了 キ Ｃ ｜ 号 ッ 了 キ Ｃ ｜ー

機 ダ コ ス Ｓ ミ 機 ダ コ ス Ｓ ミ
ブ Ｎ コ ｜ ト ネ Ｎ コ ｜ ト ネ
側 ｏ ｜ ド ｜ ｏ ｜ ド ｜

ド タ ド タ

フレーム（レスポンス） フレーム（レスポンス）
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１－３.コマンド／レスポンスのフォーマット

リンク通信でやり取りされるコマンド／レスポンスのフォーマットは次の通りです。

マスター側からコマンドを発行する場合。

●コマンドのフォーマット

＠ ＊ Α
x101 x100

号機 No. ﾍｯﾀﾞ テキスト ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ

・＠
必ず先頭に”＠”を付けます。

・号機 No.
マスター側が相手先スレーブ側を識別するための番号です。
”０１”～”６３”までの範囲を設定します。
”００”は、マスター側が使用します。

・ヘッダコード
２文字のコマンドコードを設定します。

・テキスト
コマンドのパラメータを設定します。

・ＦＣＳ（フレームチェックシーケンス）
２文字のＦＣＳを設定します。

・ターミネータ
コマンドの終わりを表す２文字として”＊”とＣＲコード（ＣＨＲ＄（１３））を設定します。

●レスポンスのフォーマット

＠ ＊ Α
x101 x100

号機 No. ﾍｯﾀﾞ 終了 テキスト ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ

・＠、号機 No.、ヘッダコード
コマンドと同じ内容を返します。

・終了コード
コマンドの実行状態（エラーの有無など）を返します。

・テキスト
読み出しデータなどがある場合だけ返されます。

・ＦＣＳ（フレームチェックシーケンス）
２文字のＦＣＳを設定します。

・ターミネータ
コマンドの終わりを表す２文字として”＊”とＣＲコード（ＣＨＲ＄（１３））を設定します。
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●ＦＣＳ（フレームチェックシーケンス）
送受信されるフレームには、ターミネータの直前にデータエラーをチェックするためのＦＣＳが
付加されます。
ＦＣＳは、１フレームの最初からＦＣＳの直前までのデータの排他的論理和をとった８ピットの
データをＡＳＣＩＩコード２文字に変換したものです。受信する各フレームごとに
ＦＣＳを計算し、フレームに付加されているＦＣＳと照合することによって、データエラーを
チェックすることができます。

＠ １ ０ Ｒ Ｒ ０ ０ ０ １ ４ ０ ＊ Α

号機 No. ﾍｯﾀﾞ テキスト ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ

ＦＣＳの計算範囲

ＡＳＣＩＩ
コード

＠ ４０ ０１００ ００００
ＥｘＯＲ

１ ３１ ００１１ ０００１
ＥｘＯＲ

０ ３０ ００１１ ００００
ＥｘＯＲ

Ｒ ５２ ０１０１ ００１０
ＥｘＯＲ

Ｒ ５２ ０１０１ ００１０
ＥｘＯＲ

０ ３０ ００１１ ００００
：
：

１ ３１ ００１１ ０００１
計算結果 ０１００ ００００

↓ ↓ １６進に変換
４ ０ ＡＳＣＩＩ文字として扱う

ＥｘＯＲ真理値表
入力 出力

Ａ Ｂ Ｙ
Ｌ Ｌ Ｌ
Ｌ Ｈ Ｈ
Ｈ Ｌ Ｈ
Ｈ Ｈ Ｌ
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1－４.共通コマンド
ここではマスター側からスレーブ側に発行できるコマンドの詳細について説明します。
なお、ユニットによっては、各コマンドやＣＨ数に制約がある場合がありますので
各ユニットのマニュアルの通信部分をよくご確認の上、使用してください。

ＲＤ データメモリ（ＤＭ）エリア読み出し
データメモリ（ＤＭ）エリアの指定ＣＨより、指定ＣＨ数分の内容を読み出します。

●コマンドのフォーマット

＠ Ｒ Ｄ ＊ Α
x101 x100 x163 x162 x161 x160 x163 x162 x161 x160

号機 No. ﾍｯﾀﾞ 読み出し開始ＣＨ番号 読み出しＣＨ数 ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ ("0000"～"FFFF") ("0001"～"001D")

●レスポンスのフォーマット

＠ Ｒ Ｄ ＊ Α
x101 x100 x161 x160 x163 x162 x161 x160

号機 No. ﾍｯﾀﾞ 終了 読み出しデータ（1 ﾁｬﾝﾈﾙ分） ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ

読み出しデータ(｢読み出しチャンネル数｣分)
最大２９チャンネル分

●パラメータの詳細
読み出しデータ（レスポンス）
コマンドで指定したチャンネル数分のチャンネル内容が、「読み出し開始番号」から順番に
レスポンスとして１６進数で返されます。
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ＷＤ データメモリ（ＤＭ）エリアの書き込み
データメモリ（ＤＭ）エリア指定ＣＨより指定書き込みデータをＣＨ単位で書き込みます。

●コマンドのフォーマット

＠ Ｗ Ｄ ＊ Α
x101 x100 x163 x162 x161 x160 x163 x162 x161 x160

号機 No. ﾍｯﾀﾞ 書き込み開始チャンネル 書き込みデータ（1 ﾁｬﾝﾈﾙ分） ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ ("0000"～"FFFF")

書き込みデータ(｢書き込みﾁｬﾝﾈﾙ数｣分)
最大２９チャンネル分

●レスポンスのフォーマット

＠ Ｗ Ｃ ＊ Α
x101 x100 x161 x160

号機 No. ﾍｯﾀﾞ 終了 ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ

●パラメータの詳細
書き込みデータ（コマンド）
データメモリに書き込むチャンネル数分のチャンネル内容を「書き込み開始チャンネル」から
順番に１６進で指定します。
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ＴＳ テスト
マスター側り送られてきた１ブロックをそのまま返送します。

●コマンドのフォーマット

＠ Ｔ Ｓ ＊ Α
x101 x100

号機 No. ﾍｯﾀﾞ キャラクタ ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ 最大１２２文字

●レスポンスのフォーマット

＠ Ｔ Ｓ ＊ Α
x101 x100

号機 No. ﾍｯﾀﾞ キャラクタ ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ 最大１２２文字

●パラメータの詳細
キャラクタ（コマンド、レスポンス）
コマンドでは、ＣＲコード（ＣＨＲ＄（１３））以外の任意の文字を指定します。
レスポンスでは、コマンドで指定されたキャラクタがそのまま返送されてきます。
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１－５．コマンドのエラーコード
受信したコマンドをユニットが処理できないときのエラーレスポンスです。
エラーコードは、次のフォーマットで、レスポンスフォーマットの終了コードとして返されます。

＠ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ＊ Α

号機 No. ﾍｯﾀﾞ 終了 ＦＣＳ ﾀｰﾐﾈｰﾀ
ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ

ヘッダーコードは、コマンドにより、異なります。

終了 内容 推定原因 処置
ｺｰﾄﾞ

００ 正常終了 － －

０１ 運転モードの為実行不可 運転モードで実行できない コマンドとユニットモードの
コマンドを送った 関係を確認してください

０２ モニタモードの為実行不可 モニタモードでは実行
できないコマンドを送った

０４ アドレスオーバー データメモリ（ＤＭ）エリア 最大値をステータスコマンド
の最大値を越えています。 で確認してください

０Ｂ テストモードの為実行不可 テストモードでは、実行 コマンドとユニットモードの
コマンドを送ったできない 関係を確認してください

１３ ＦＣＳエラー ＦＣＳがまちがっている ＦＣＳの計算方法をチェック
ＦＣＳの計算ミス、または してください
ノイズ等の影響がかくがえられる ノイズ等の場合は、コマンド

送り直してください

１４ フォーマットエラー コマンドのフォーマットが フォーマットをチェックして
まちがっている 送り直してください

１５ 置数データエラー ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥできる エリアを正しくして送りなお
エリア指定がまちがっている してください

１６ 該当命令なし 該当する命令がない コマンドを確認してください

１８ フレーム長ＭＡＸエラー フレーム長を超えている フレームを２つに分解してく
ださい

Ａ３ 処理途中で伝送データにＦＣＳ 書き込み系の複数フレームに コマンドデータを確認のうえ
エラー発生のためアボートした またがるコマンドを実行中に 送り直してください

各エラーが発生した
Ａ４ 処理途中で伝送データにフォー 注：途中までのデータはすでに

マットエラー発生のためアボー ユニットの該当エリアに書き込
トした まれている

Ａ５ 処理途中で伝送データに置数デ
ータエラー発生のためアボート
した

Ａ８ 処理途中で伝送データにフレー
ム長ＭＡＸエラー発生のためア
ボートした

その － ノイズ等の影響が考えられる コマンドを送りなおしてく
他 ださい


